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実りそして新たな芽吹き 
校長  角田 淳志 

各地で紅葉のたよりが届くようになり、本校の木々の葉も赤や黄に

色づいております。朝夕は少し寒いくらいになり、2025 年のカレン

ダーも残すところ１か月半となりました。暦の上では立冬が過ぎ、秋

も終盤ですが、この季節は気候がよく、運動を行うにも、学習を充実

させるのにも適した季節です。一人一人の子供にとって、実り多き秋

になるよう、教職員一同、努めていきます。また、秋は春に向けての

芽吹きも見られます。子供たちも、来年の春の進級に向けて、目標を

もって生活し、立派な花を咲かせてくれるよう指導して参ります。 

さて、秋は各学年校外学習や修学旅行、千葉市小学校陸上大会や地

域の行事など、学校内外で「人と関わる活動」が多く行われました。

同じクラスの友達と一緒に活動することは、学校生活の中ではごく当

たり前のことです。学習だけでなく、休み時間や給食の時間、掃除の

時間など、いつも子供たちは友達と関わりながら学校生活を送ってい

ます。しかし、学校活動の中には、クラスの友達だけでなく、異学年

や別の学校の子供たち、場合によっては教員を含む大人とも関わることになります。言うまでもなく、私たちは一

人で生きているわけではありません。いつも誰かと関わりながら、日々の生活を送っています。そういった中では、

「わがまま」や「独りよがり」は通用しません。ルールやマナー(集団の決まり)を守ることはもちろん大切です。

しかし、このような当たり前のことが守れていない大人の姿をマスコミ報道などで見かけたり、学校前の遊歩道に

たばこの吸い殻がポイ捨てされていたりすることもあり、残念な持ちになります。さて、次の表をご覧ください。 

これは、道徳の授業で学ぶ(４つのカテゴリに分

かれている)「内容項目」と言われるもののうち、

「B 主として人との関わりに関すること」とし

て学ぶ内容を表にしたものです。内容項目には

他にも、「A 主として自分自身に関すること」

「C 主として集団や社会との関わりに関する

こと」「D 主として生命や自然、崇高なるものとの関わりに関すること」の３つがあります。前述したとおり、人

と関わる中では、上に挙げたことも大切ですが、「規則の尊重」「公正、公平、社会正義」といった「C 主として集

団や社会との関わりに関すること」の内容も同じように大切になってきます。こういった内容について道徳の授業

はもちろん、日々の教育活動を通して、子供たちの道徳的な心情や態度を養うのが、道徳教育の目標となっていま

す。「人と関わる活動」は、子供たちにとっても上に挙げた内容項目を実際に学ぶことができる（学んだことを生か

す）貴重な機会となります。今後も、多くの教育活動を通して、子育てのパートナーである保護者の皆様と協力し、

本校の子供たちの健やかな心の育成を推進していきたいと考えます。ご支援ご協力をよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

11 月５日(水)千葉市小学校陸上大会  出場した選手も選手席の応援も立派でした。自慢の東っ子！ 

 

ひ  「ひとにやさしく」 自分にも、お友達にも、優しくしましょう。 

が  「が ん ば る」 めあてをもって頑張りましょう。 

し  「し っ か り 挨 拶」 しっかりと、千草台東小学校の自慢の挨拶をしまし ょう。 
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【芽吹き】11/11 アフタースクール前の花壇には、 

たくさんの小さな菜の花の芽が出ています。 

【実り】11/11 イモ掘りまであと少し、大きな 
おイモができているかな？ 


